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研究成果の概要（和文）：「絵を描くことの認知的な基盤とその発達」についての研究を発展させて、ヒトはな
ぜ描くのかという進化・発達論的な問いについての考察を深めた。チンパンジーの自発的な物遊びの発生過程を
観察し、ふり遊びと描画時の描線への見立ての想像力の関係を考察した。また写実的に描くのがなぜむずかしい
のかを明らかにするため、図形模写時の視線と描線の動きを計測し、周辺視野を測定する方法を検討した。これ
らの研究から得られた知見、および先史美術やアール・ブリュット等に関する資料調査にもとづいて、芸術の認
知的な基盤について多角的な視点から考察し、美術教育における具体的な応用方法についての実践的な検討や提
案をおこなった。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to investigate the evolutionary and developmental 
origin of human behavior of drawing, advancing the former study on “The cognitive foundations of 
the drawing process and their development.” We observed spontaneous object play of chimpanzees and 
considered the difference between imagination in pretend play and representational drawing. 
Experiments were conducted with human adults using the system of recording the movement of eyes and 
drawing lines to clarify the underlying cognitive mechanisms for copy drawing. Based on the 
findings, we considered the cognitive foundations of art and applied them to design the practice of 
visual arts education for university students majoring in early-childhood education.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
臨床心理や精神医療の現場で描画テスト
や描画療法がもちいられるように、絵を描く
行為には、心理・精神状態が反映され、心を
癒やす効果がある。しかし学校教育のなかで
は、国語や算数などの学習科目に比べて、図
工の教育的な意義は見過ごされがちである。
おとなにになると絵は苦手だと敬遠する人
も多い。いっぽう、認知科学では感性や芸術
を取り上げた研究も増えているが、絵を見る
プロセス、認知（Recognition）に焦点をあて
た研究が主流で、描画のような表現
（Representation）のプロセスを取り上げた
研究は少ない。そこで研究代表者らは、絵を
描くプロセスの認知的な基盤に着目し、「絵
を描くことの認知的な基盤とその発達」につ
いて研究をおこなってきた。チンパンジーと
ヒトの幼児の描画研究からは、その過程に想
像力が関わっている可能性が示唆された。 
 
２．研究の目的 
これまでにおこなってきた「絵を描くこと
の認知的な基盤とその発達」についての研究
を発展させる研究としておこなった。ヒトは
なぜ描くのかという進化・発達論的な問いに、
比較認知科学からアプローチするとともに、
「見る（視覚）」と「描く（行動）」をつなぐ
認知的なプロセスを明らかにすることで、写
実的に描く際のデッサンの方法論や美術教
育への応用について、認知科学からの検討を
おこなうことを目的とした。 

 
（1）絵を描くことの認知的な基盤とその発
達 
人間が描くことの認知的な基盤について、
現存する種のなかで進化的にもっとも近縁
なチンパンジーやヒトの幼児の描画行動に
ついてのこれまでの研究、先史時代の洞窟壁
画、アール・ブリュット作品の生成過程など
も参考にして、多角的な視点から考察するこ
とを目的とした。またチンパンジーの描画行
動が自己報酬的におこなわれることから、そ
の動機づけ、つまりチンパンジーがどこに
「おもしろさ」を感じているのかを調べるた
めに、自発的な物遊びとの関連性に着目し、
その発生の機序をあきらかにすることを目
的とした。 
 
（2）模写時の視線と描線の解析 
デッサンや写生時に写実的に描くのがな
ぜむずかしいのか。代表者らの研究からは、
子どものころに描くような記号的な絵には、
頭のなかにあるその物についての一連の知
識（スキーマ）があらわれること、いっぽう
で物を見て写実的に描くときには、その記号
的・概念的なものの見方を解体し、一次的な
視覚情報にアクセスする必要が示唆されて
いる（齋藤, 2014）。そこで、デッサンや模写
時における周辺視野の役割と概念の解体と
の関わりに着目し、模写をする過程での視線

と描線の動きを解析することにより、「見る
（視覚）」と「描く（行動）」をつなぐ認知的
なプロセスをあきらかにするにすることを
目的とした。 
 
（3）美術教育への応用の検討 
これまで代表者らがおこなってきた描画
研究からあきらかになった知見をまとめる
とともに、芸術作品の制作されるプロセスに
ついての資料調査をおこなうことで、芸術表
現の本質について考察すること、それを美術
教育に実践的に応用する方法を検討するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）絵を描くことの認知的な基盤とその発
達 
過去 30 年間に京都大学霊長類研究所で実
施されたチンパンジーの描画作品について、
スキャナでとりこみ、作者や画材などの記録
を整理した。また自発的な物遊びの発生する
プロセスを調べるため、京都大学熊本サンク
チュアリの 58 個体のチンパンジー、および
同じく大型類人猿であるボノボ4個体を対象
に、通常の飼育環境のなかに新奇物を導入し、
物に対する自発的な行動を観察した。さらに、
ヒトが描くことの認知的な基盤について、多
角的な視点から考察するために、チンパンジ
ーの先史時代の洞窟壁画や、アール・ブリュ
ット作品についての調査、資料の収集をおこ
なった。 
 
（2）模写時の視線と描線の解析 
代表者らが開発してきた液晶タブレット
とアイトラッカーによる描線・視線同時記録
システムをもちいて、ヒトのおとなを対象に、
図形模写時の描線と視線の動きを記録した。
デッサン時や模写時における周辺視野の役
割と概念の解体との関わりを解明するため、
図形模写時の視野範囲の測定方法を検討し
た。 
 
（3）美術教育への応用の検討 
大学の教育学部における保育士や幼稚園
教諭、小学校教諭の養成課程の大学生を対象
とした授業（「図画工作」や「造形表現」）に
おいて、実践的な研究をおこなった。これま
での研究から得られた知見から、美術教育の
なかで何が重要で何をどのようにのばすべ
きかを考察し、具体的な教育実践課題を検討
した。 
 
４．研究成果 
申請時は（2）の研究を中心に考えていた
が、期間中代表者が異動になったため、1 年
目は（1）の研究を重点的に、教育学部で美
術教育にたずさわった 2 年目以降は（3）の
応用的な研究を重点的に進めた。 

 
（1）絵を描くことの認知的な基盤とその発



達 
過去に京都大学霊長類研究所で実施され
たチンパンジーの描画作品の画像ファイル
を日付や作者、画材情報などの記録とともに
整理して、デジタルアーカイブ化の準備を進
めた。チンパンジーとヒト幼児の描画行動に
関する研究成果をまとめ、英語論文、および
一般向けの著書等が刊行された。 
チンパンジーの自発的な物遊びについて
の研究からは、チンパンジーの物の操作が、
物の形状に依存しない探索的な操作から、物
の形状に依存した探索的な操作、物と物とを
組み合わせた操作に進むことがあきらかに
なった。デッキブラシで地面をこするなどの
模倣的な物の操作、ブラシを筆に見立てて紙
の上をこするなどのふり遊びも観察された。
また同じ操作を別の物に繰り返す行動や、ふ
り遊びにおける見立ても含め、表象の成立や
描画行動との関わりについて考察をすすめ
ている。 
 
（2）模写時の視線と描線の解析 
デッサンの熟練者では、注視点の動きがよ
り細かく、描線位置やモデルの対応位置を直
視する時間が少ない傾向があることがあき
らかになった。アイトラッカーで測定できる
のは注視点のみであるが、注視点の微細な運
動（固視微動）から、周辺視野をつかって全
体的に見ているのか、注視点に集中して見て
いるのか、視野範囲の使い方を計測する方法
についての検討をおこなった。 
 
（3）美術教育への応用の検討 
期間中に代表者が異動になり、保育士や幼
稚園教諭、小学校教諭などの養成課程での美
術教育を担当したため、2 年目以降は、本研
究を中心におこなった。これまでの研究から、
芸術や表現活動の本質とはなにかを考察し、
実際の教育現場では、描画や表現活動におい
て、どのような能力をどのようにのばすべき
かといった教育方法を具体的に検討した。 
得られた成果や考察について、保育士や図
工・美術教育の専門家などを対象とした講演
をおこない、意見交換をした。また保育士や
教員の養成課程の学生にむけた教科書にも
執筆した。 
そのほか、科学館や美術館、歴史資料館、
高校などでの一般向けの講演や、一般向けの
雑誌への執筆をおこない、研究成果のアウト
リーチ活動につとめた。 
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